



















































































激し、その細胞構築（Structuredness of cytoplasmic matrix，SCM）の変化を蛍光偏光
測定により把えるSCM測定法を、種々の免疫機能測定法との比較において、癌患者と健常人で
検討し、癌患者におけるSCM測定法の有用性を報告している。
検討された免疫機能測定法は、免疫皮内反応法、血清補体価測定法、リンパ球幼者化反応法、
リンパ球サブセット測定法と改良SCM測定法である。健常婦人24人と婦人性器癌患者42人を
対象とした検査の結果から、SCM測定値は担癌状態と高い相関を示し、リンパ球幼若化反応が
これに次ぎ、他の検査測定値は担癌状態との相関を示さなかった。免疫賦活剤OK－432による
免疫療法を受けた癌患者では、16例中13例でリンパ球の反応性が健常値に回復したのに対し、
免疫療法を受けず放射線療法または化学療法のみの治療を受けた患者では13例中3例でしか反応
性の回復がみられなかった。
以上の結果から、改良SCM測定法は担癌状態における免疫機能を診断するための有用な検査
法と考えられ、本論文は、医学博士の学位に値すると認める。
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